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第78回SGRAフォーラム・第5回アジア文化対話・第611回沖縄大学土曜教養講座 

Asian Cultural Dialogues（ACD）・アジア文化対話： 
アジアにおけるジェンダーと暴力の関係性 

 
共同主催：渥美国際交流財団関口グローバル研究会（SGRA） 

      沖縄大学地域研究所 
 

2025 年 9月 13 日（土）9：30～17：30 
言語：日本語・英語（同時通訳） 
会場：沖縄大学 ３号館101教室 

 

趣       旨 

 

沖縄はアジア太平洋戦争時に住民の４人に１人が死亡したとされる激しい地上戦を経験している。
さらに戦後も日本国内の70％を超える米軍の施設が集中する「基地の島」と化した。女性や子ども
を含む非戦闘員が犠牲となった「戦場」の暴力は、現在進行形のグローバルな課題を再考察する上
で欠かすことができない題材である。軍事的な対立の際に、私たちはどのように非戦闘員の命を守
るための観点を保ちうるだろうか。ジェンダーからの問いが必要な理由がそこにある。 

沖縄で開催されるAsian Cultural Dialogues（ACD；アジア文化対話）フォーラムでは、地上戦を経
験し、今なお米軍基地による性暴力事件が絶えない沖縄で、ジェンダーという弱者への配慮を前提
とする視点から「過去・現在・未来」につなげる普遍的価値を探る。 

強調したいのは、ACDは開催地の「学び、感じ、行動する」アクティブな議論の場でありながら
も、その地域では見逃している国境を越えた視点や、洞察を開催地に提供する場でもある点であ
る。「アジアにおけるジェンダーと暴力の関係性」は、軍事的な面に限らない。日常における構造
的な暴力を紐解いてこそ、より普遍的な議論になりうる。 

沖縄と同じく米軍とフィリピンゲリラとの間で激しい地上戦が行われたミンダナオ地域に注目しな
がらも、その中でより目に見えない「ジェンダー」の問題に焦点を当てたり、ACDが持つ多国籍ネ
ットワークを用いた活動家や文化人の観点も提示する。 

本フォーラムは「沖縄の問題」を論じるものではない。多国籍の専門家により構成され、その議論
の焦点は沖縄という空間で出会う「アジア的視点」と言える。2025年度は戦後80周年という節目の
年であり、いかにアジア太平洋戦争時の傷痕に向き合うかをアジア各地で議論する年でもある。議
論の場である沖縄はもちろん、アジアの過去、現在、未来に一貫して忘れてはならない本質的な価
値とは何かを国際的かつ学際的に、さらにはアカデミアを超えて皆で考える機会になることを望ん
でいる。 
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参加にあたってのお知らせ 
 

参加には事前登録が必要です。 
 
QRコードまたはURLからお申込みください。 
事前登録URL: https://forms.gle/zGLtXuYR9WWVkfur7 
 
 
【会場】 
沖縄大学 ３号館101教室 
大学へのアクセス：https://www.okinawa-u.ac.jp/campuslife/facility/access/ 
 
キャンパスマップ 

 
 
 
【お問い合わせ】 SGRA 事務局：sgra@aisf.or.jp 
 
  

https://forms.gle/zGLtXuYR9WWVkfur7
https://www.okinawa-u.ac.jp/campuslife/facility/access/


3 

 

プログラム 

会場：沖縄大学 ３号館101教室 および Zoom 
9:30 イベント開始 

ご挨拶 今西淳子（SGRA）、山代 寛（沖縄大学学長） 
フォーラムの紹介 洪 玧伸（沖縄大学） 
セッション① 基調講演 
司会：デール ソンヤ（SGRA）、モデレーター：洪 玧伸 
基調講演：冨山一郎（同志社大学）「暴力に抗する「他者」の眼差し」 45分（日本語） 
コメンテーター：宮城晴美（沖縄女性史研究家）、ロバート・リケット（和光大学元教授）、グオ・リ
フ（筑波大学） 

11:00 休憩 
11:30 セッション② 交差性・各発表：３０分 

司会：イドジーエヴァ・ジアーナ（東京外国語大学） 
 
発表１ 高里鈴代（「基地・軍隊を許さない行動する女たちの会」共同代表）、「交差する差別とジェ
ンダー」（日本語） 
発表２ Intan Paramaditha（マッコーリー大学）、「ワリと墓掘り人：インドネシアにおける未解決の
ジェンダー暴力の継承」（英語） 
コメンテーター：ミヤ・ドゥイ・ロスティカ（大東文化大学）、梁絃娥（ソウル大学） 

13:00 昼食 
14:00 セッション③ 戦争とジェンダー・各発表：３０分 

司会：ミキ・デザキ（ドキュメンタリー監督） 
 
発表１ 山城紀子（沖縄タイムス元記者・フリージャーナリスト）「沖縄戦・米軍統治下の福祉と女
性」（日本語） 
発表２ Jose Jowel Canuday（アテネオ大学）「平和の最後の数マイル：ミンダナオ島バンサモロ地域
のジェンダー化された最前線における長期戦争の後に何が起こるのか」（英語） 
コメンテーター：福永 玄弥（東京大学）、増渕あさ子（立命館大学）  

15:30 休憩 
16:00 セッション④ これからに向かって・各発表：２０分 

司会：洪 玧伸、デール ソンヤ 
 
発表１ 徳田彩（沖縄キリスト教学院大学在学生）、松田明（沖縄キリスト教学院大学卒業生） 
「沖縄の基地暴力とジェンダー：CSW国連女性の地位委員会に性暴力を訴えるー沖縄県内の動きを中心
にー」（日本語） 
発表２ Memee Nitchakarn (タイの学生活動家) 「タイの若いフェミニスト運動の流れ」（英語） 
発表３ 中塚静樹（沖縄大学在学生）「沖縄戦の記憶を聴く若者たち：証言者との交流で学ぶ記憶の継
承」（日本語） 
コメンテーター：親川裕子（沖縄大学・Be the Change Okinawa代表）、上野さやか（沖縄大学・エン
パワメント・ラボ・おきなわ共同代表 ）、Bonni Rambatan (Rainbow Panda代表) 

17:30 フォーラム閉会 
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基 調 講 演 

 
 
「暴力に抗する「他者」の眼差し」 発表者：冨山一郎（同志社大学）（日本語） 
継続する戦争を他人事のように語り、すでに刻印された暴力の痕跡をなかったことのように放置し続けること
により存立する世界が今だとしたら、暴力に抗することは、このどうしようもない今の秩序への内省的な問い
とともに、なされなければならない。そしてその問われるべき秩序の根幹には、法や制度だけではなく、言語
的な秩序がある。かかる言語的秩序が暴力を容認し追認しそして否認しつづける日常を構成しているともいえ
るだろう。だからこそ内省的な問いとは、語っても語ったことにされない声や、言葉を持たない傷に出会うこ
とでもあるのだ。傷はどのような関係性において言語化できるのか。それは、いかなる言葉で平和を描くのか
という、言葉自体への問いでもあるだろう。アジアという場に刻印されつづけてきた暴力の傷痕に向き合うと
は、こうした声や傷との出会いを丁寧に再編集し、暴力を容認し追認し否認してきた今の世界が、そこかしこ
で別の社会性への予感を抱え込んでいくプロセスなのではないだろうか。そのようなプロセスを担う、場や言
葉について考えたい。 
 
 
冨山一郎 
同志社大学グローバル・スタディーズ研究科教授。著書に、『近代日本と「沖縄人」』（日本経済評論社、
1990年）、『戦場の記憶』（日本経済評論社、1995年）、同増補版（2006年）、『暴力の予感』（岩波書店、
2002年）、『流着の思想』（インパクト出版会、2013年）、『始まりの知』(法政大学出版局、2018年)、があ
る。編著に、『記憶が語り始める』（東京大学出版会、2006年）、『ポスト・ユートピアの人類学』石塚道
子、田沼幸子と共編（人文書院、2008年）、『現代沖縄の歴史経験』森宣雄と共編（青弓社、2010年）、『コ
ンフリクトから問う』田沼幸子と共編（大阪大学出版会、2011年）、『あま世へ』森宣雄・戸邉秀明と共編
（法政大学出版局、2017年）、『軍事的暴力を問う』鄭柚鎮と共編（青弓社、2018年）、などがある。最近考
えていることは、思索という行為が集団を構成するなら、いかに思索し、いかなる集団を作り上げていくのか
ということが、学知においてもっと問われるべきことなのではないか、それが思想という問題なのではない
か、ということです。 
  



5 

 

 
発 表 概 要 

 
「交差する差別とジェンダー」 発表者：高里鈴代（日本語） 
日本の中で、沖縄は特異な歴史と文化を持つ地域である。1944年3月に日本防衛のために陸軍32軍が沖縄に創
設され、1年間に145所の「慰安所」が設置され、朝鮮女性や辻遊郭の女性たちが慰安婦とされた。1945年3月
の米軍上陸から現在まで、1972年に施政権返還されても、日本全土の米軍基地の7割と、駐留兵士の7割を沖縄
に集中させている。これは、日本政府の沖縄に対する構造的差別である。上陸直後からすさましいまでの性暴
力事件が続いたが、戦前から存在する加害者に優利な刑法（強姦罪）で、被害者の告発は困難であった。その
上、ベトナム戦争時の米兵に絞殺された女性のために抗議集会が開催されなかったのは、米兵相手に働く女性
たちに対する蔑視感があったからだ。そのような状況に抗して、米国の女性と米軍基地を抱える国や地域の女
性たちとのネットワークを構築している。 
 
「ワリと墓掘り人：インドネシアにおける未解決のジェンダー暴力の継承」  
発表者：Intan Paramaditha（英語） 
本発表では、現代インドネシアのフェミニストが、ジェンダーに基づく暴力という未解決の歴史、特に1965年
の大量虐殺における女性運動ゲルワニの組織的抹殺、そしてインドネシアの国家史学における女性の大規模な
抹消に、どのように立ち向かっているかを検証する。脱植民地主義フェミニスト集団セコラ・ペミキラン・ペ
レンプアン（Sekolah Pemikiran Perempuan）が主催するETALASEフェスティバルを事例に、フェミニスト活
動家たちが、公開討論、記念儀式、そして抑圧されたフェミニスト達の墓地巡礼を通して、どのように追悼、
歴史の発掘、そして修復を行っているかを分析する。この分析の中心となるのは、ワリス（wari 継承）と墓
掘り人という絡み合ったメタファーであり、これらはフェミニストの労働がアーカイブ的かつ情緒的な作業で
あることを明らかにする。本論文では、セコラ・ペミキラン・ペレンプアンとその関連ネットワークの活動に
基づき、現代のフェミニストが受け継いだ暴力的な歴史は何か、埋もれたままの知識は何か、そしてフェミニ
ストの系譜を再構築する行為はフェミニストの将来の可能性をどのように再形成するかといった重要な疑問も
探求する。 
 
「沖縄戦・米軍統治下の福祉と女性」 発表者：山城紀子（日本語） 
沖縄戦を体験した女性たちは戦後長い間、自らの体験を語らなかった。重い口を開くのは故人が神になると考
えられている33回忌法要を終えた一九七〇年代後半からである。県婦人連合会が「戦争体験の語り継ぎ書き継
ぎを実践し、平和の世論づくり」を決議したのも一九八一年の婦人大会。同会編「母たちの戦争体験」は八六
年に発刊された。母乳だけが頼りの乳児に、食事をとっていないため全く母乳が出ず、「餓死」させてしまっ
た悲しみ。寝たきりの九五歳の祖母をおぶって、あるいは小児麻痺の二〇代の姪を荷車に乗せての避難。「赤
ちゃんが母親らしい死人の上を這いまわっているのを見かけたがどうすることもできなかった」、「小さい子
どもは泣くと口をふさがれていた」など、なまなましい体験が続く。米軍の上陸直後から始まった性暴力に怒
りの大きな声が挙がるのは九〇年代以降。それまでの女性の活動は「暮らし」だった。高い失業率、低い所
得。米軍統治による本土との分断政策により、日本政府からの援助もなく、母子家庭の親子が生きていくため
の制度や社会資源は圧倒的に不足していた。初の公立保育所が設置されるのも戦後19年目の1964年。児童館、
母子寮の設置は復帰以降である。 
 
「平和の最後の数マイル：ミンダナオ島バンサモロ地域のジェンダー化された最前線における長期戦争の後に
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何が起こるのか」 発表者：Jose Jowel Canuday（英語） 
ミンダナオ島バンサモロ地域における武力衝突や強制避難は、人々が自分たちの政治的な未来を決める権利に
基づいた和平の進め方を通して、10年以上にわたり、頻度と激しさの両面で鎮静化してきた。社会経済指標は
名目上は改善を示しており、バンサモロ和平プロセスは近年、継続しているプロセスとしては世界でも数少な
い成功例の一つとして認知されている。しかしながら、暴力の減少や自治をめぐる統治構造の改善は、一方で
紛争によって引き起こされた人々の苦しみの根深さと長引く余波を覆せずにいる。暴力、苦しみ、そして平和
の中心にいるのは子どもと母親である。争いと和解が相互作用する中、ジェンダー化が進む様相が浮き彫りと
なる一方で、バンサモロのような移行期の自治地域の最前線にあるコミュニティは往々にして取り残されてい
る。こうした地域において、母子のコミュニティは紛争の重荷を背負い、今や戦争と平和の時間的・空間的境
界線の中で、苦しみから引き離された最後の存在となっている。ジェンダー化された立場は、彼らを紛争後の
復興と和平活動の最終段階まで追い詰めたが、こうした立場、時間的・空間的特性は、社会行動や政策行動の
触媒を見抜く鍵も提供する。こうした立場の視点から、平和の成果の拡大、深化、そして再生が最前線のコミ
ュニティでどのように阻害され、また促進されるかについての教訓を得る。。本発表では、バンサモロ自治地
域における幼児期の保育と開発ガバナンスに関する研究に基づき、ジェンダー化された自己決定観の価値を追
跡・論じ、未完成ながらも持続的な平和という環境下における権力不平等と脆弱性の根深い力学を分析的に明
らかにする。 
 
「沖縄の基地暴力とジェンダー：CSW国連女性の地位委員会に性暴力を訴えるー沖縄県内の動きを中心にー」
発表者：徳田彩、松田明（日本語） 
今年2025年3月10日から21日までの2週間の日程でニューヨークの国連本部で開催された第69回国連女性の地位
委員会（CSW）にユース代表として前半の1週間に参加しました。今期のテーマは「Beijing+30」と題し、「北
京「第4回国連女性会議」から30年」の節目に「北京行動綱領」にもとづくジェンダー平等の実現に向けた各国
および世界の進捗状況を評価し、今後の課題を議論する重要な機会でした。会期中、私たちは「脅威のもとで
暮らす～在日米軍基地問題を共に考える～」をテーマにサイドイベントを開催しました。私たちが沖縄に生ま
れ育った立場から、在沖米軍基地がもたらす日常的な不安や女性への影響について訴えました。本報告では今
期CSWにおいて訴えた内容、米国際社会にどのように伝えたのかを報告します。また、本報告ではこの経験を
通して私がどのような学びを得たのか、そして今後、沖縄のためにどのように声を上げ続けていきたいのかに
ついてもお話しします。 
 
「タイの若いフェミニスト運動の流れ」 発表者：Memee Nitchakarn（英語） 
2020年から2021年にかけてタイで行われた民主化運動の最前線に10代で参加したフェミニスト活動家、ニチャ
カーン・ラクウォングリット（通称：ミーミー）。本発表では、自ら参加したタイの民主化運動における若い
フェミニスト運動の台頭について、実際の体験を基に考察する。主流の政治言説からしばしば脇に追いやられ
るフェミニズムが、権威主義や社会的不正義に挑戦する若者主導の運動の中心にいかにして取り入れられたの
かを探る。複数の法的訴追を含む未成年時の個人的な経験を踏まえ、ミーミーは、フェミニストの思想がジェ
ンダー関連の要求だけでなく、権力、教育、国家による暴力、そしてタイ社会における伝統的価値観の役割に
対するより広範な批判として形作られてきたかを振り返る。単一の物語を提示するのではなく、タイの若いフ
ェミニストがいかに文化的規範を変え、政治的弾圧に抵抗し、問題を超えて連帯を築いてきたかを聴衆に探求
するよう促したい。それと同時に家父長制、国家主義、権威主義が独自に混在するタイの状況が、フェミニス
ト運動のリスクと機会の両方を形作っていることを明らかにする。 
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「沖縄戦の記憶を聴く若者たち：証言者との交流で学ぶ記憶の継承」 発表者：中塚静樹（日本語） 
私はこれまで戦争体験者との対話（コーラス）を通して沖縄戦を学び、「沖縄戦の語り継ぎ手養成講座」や
「平和への思い継承・発信・交流事業」への参加、大学内での平和講話を開催してきた。学業半ばにして戦場
へと駆り出され、多くの学友を失ったコーラスのメンバー。戦後も「自分だけが生き残ってしまって申し訳な
い」、「亡くなった友たちに平和な時代を見せてあげられなかった」と自責の念と共に生きてきた。そんな彼
女たちはいつも私に「二度と私たちと同じような経験をさせたくない」と話す。沖縄戦の語り継ぎ手としてこ
れまでどんな取り組みをしてきたか。また、同世代がどのようにして平和を発信しているのか。そして、米軍
基地問題、南西諸島の軍事要塞化とどう向き合っていくか。戦後80年のこの機会に考えたい。 
 
 

登 壇 者 

 
【発表者】 

 
高里鈴代（たかざと すずよ） 
1940年生。1982年から7年那覇市婦人相談員、1989年から4期15年那覇市議会議員、「基地・軍隊を許さない
行動する女たちの会」共同代表、「軍事主義を許さない国際女性ネットワーク」沖縄代表。元「強姦救援セン 
ター・沖縄（REICO）」代表。「辺野古新基地を造らせないオール沖縄会議」共同代表。著書に『沖縄の女た
ちー基地・軍隊と女性の人権』（明石書店、1996年）共著に『社会を拓いた女たち・沖縄』（沖縄タイムス社、
2014年）『沖縄にみる性暴力と軍事主義』富坂キリスト教センター編（御茶の水書房、2017年）などがある。 
 
Intan Paramaditha 
インドネシアの作家、学者、フェミニスト活動家。脱植民地化の知識生産に焦点を当てた、島嶼横断的なフェ
ミニスト集団「Sekolah Pemikiran Perempuan」の共同設立者であり、インドネシアにおけるフェミニストの
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のマッコーリー大学でメディアと映画学を教えている。 
 
山城紀子（やましろ のりこ） 
ジャーナリスト。1949年生。1974年からから2004年まで沖縄タイムス記者。主な連載記事に「老いをみる〰在
宅福祉の現場から」、「社会の谷間にー赤ちゃん置き去りの背景」、「医療過誤訴訟の周辺」など。著書に
『心病んでもー「あたりまえ」に向かって』（ニライ社、1998年）、『新聞コラム集〈女性記者〉の眼』（ボ
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社、2014年）、『沖縄にみる性暴力と軍事主義』（お茶の水書房）、『沖縄という窓』（岩波書店、2022年）
などがある。 
 
Jose Jowel Canuday 
オックスフォード大学で社会文化人類学の博士号を取得し、アテネオ・デ・マニラ大学社会学・人類学部の准
教授。文化間の溝を埋めるためのアプローチを開発する、学術と実践を重視する機関であるタグプアン・アテ
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ネオ対話・研究・協働センターの所長を務めている。研究分野は、先住民の権利と自己決定、政治的に周縁化
された地域におけるコスモポリタニズム、プライマリケアの不平等である。 
 
徳田彩（とくだ あや） 
2003年生まれ、沖縄キリスト教学院大学人文学部 英語コミュニケーション学科 4年生 
 
松田明（まつだ めい） 
1999年生まれ、沖縄キリスト教学院大学人文学部 英語コミュニケーション学科 卒業生 
 
Memee Nitchakarn（通称：ミーミー） 
タイのバンコクを拠点とする若きフェミニスト活動家。2020年のタイ民主化デモに参加し、以来、精力的に活
動している。若い年齢にもかかわらず、少なくとも7件の政治的訴追に直面しており、そのうち5件は未成年時
に起こっている。現在、ミルクティー・アライアンス・タイランドに積極的に参加し、フェミニズムと集団文
化を社会運動に取り入れることを目指している。 
 
中塚静樹（なかつか せいじゅ） 
2003年生まれ、沖縄大学国際コミュニケーション学科4年生） 
 
 

【コメンテーター】 
 
宮城晴美（みやぎ はるみ） 
沖縄女性史研究家。1949年座間味村生まれ。沖縄の月刊誌記者・編集者を経て那覇市役所勤務。『なは・女の
あしあと 那覇女性史（前近代～現代）』の編集・刊行に携わった後、那覇市歴史資料室で『那覇市史 現
代』の編集・刊行を担当。那覇市歴史博物館を定年退職後、県内4大学で非常勤講師として、沖縄女性史、沖縄
近現代史、ジェンダー論など10年余り担当する。また、1994年から新沖縄県史編集委員として『沖縄県史 女
性史』編さんなどに携わり、現在に至る。 
 
Robert Ricketts （ロバート・リケット） 
1944アメリカ生まれ。バージニア大学中退（1964）、アルジェリアでボランティア。パリ大学（1965-66）、
国際基督教大学（1966-69）を経て、カナダのモントリオール大学の人類学研究科博士課程満期退学（1975-
83）。和光大学人間関係学部の専人教員、専攻は民族関係、多文化社会論（1992-2015）。著作に「朝鮮戦争
前後における在日朝鮮人政策―戦後単一民族国家の起点」大沼久夫・編『朝鮮戦争と日本』（東京：新幹社、
2006）他多数。英訳にEiji TAKEMAE, The Allied Occupation of Japan. Preface by John Dower (New York: 
Continuum, 2002)、HONG Yunshin, “Comfort Stations” as Remembered by Okinawans during World War II 
(Leiden & Boston: Brill, 2020) 他多数。 
 
グオ・リフ 
中国出身。クアラルンプール建設大学言語情報学部卒業。東京大学大学院総合文化研究科国際社会科学専攻修
士課程修了。同大学院地域文化専攻博士号取得。2024 年より筑波大学ヒューマンエンパワーメント推進局助
教。学部と修士課程の間では、北京 LGBT センターや北京クィア映画祭をはじめ、中国における性的マイノリ
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ティの社会運動に携わってきた。研究テーマはポスト／新冷戦構造における中国の性の政治。主な論文に
「Medals and Conspiracies: Chinese and Japanese Online Trans-Exclusionary Discourses during the 2020 
Tokyo Olympic Games」、「中国における包括的性教育の推進と反動：『生命を大切に：小学生性健康教育読 
本』を事例に」、「終わるエイズ、健康な中国：China AIDS Walk を事例に中国におけるゲイ・エイズ運動を
再考する」などがある 
 
ミヤ・ドゥイ・ロスティカ 
2010年度渥美奨学生。国士館大学大学院政治学研究科より博士（政治学）を取得。現在、大東文化大学国際関
係学部講師。専門はインドネシア地域研究で、特に女性英雄カルティニの政治的役割を研究。大学で「多文化
共生」を担当しており、日本のインドネシア人コミュニティーにも関心を持ち、副次的な研究として取り組ん
でいる。 
 
梁絃娥 （Yang Hyunah） 
ソウル大学法学専門大学院教授、 韓国ジェンダー法学会会長、日本軍 '慰安婦'研究会会長、 ʻ2000年日本軍性奴
隷戦犯女性国際法廷、南北共同起訴団検事、日本・東京・南北共同起訴団検事。 
 
福永 玄弥（ふくなが げんや） 
東京大学教養学部付属教養教育高度化機構D&I部門准教授。専門はフェミニズム、クィア研究、社会学、地域研
究（東アジア）。主な関心は東アジアにおける植民地主義・冷戦体制と性政治。著作に『性／生をめぐる闘争
——台湾と韓国における性的マイノリティの運動と政治』（明石書店）など。 
 
増渕あさ子（ますぶち あさこ） 
立命館大学産業社会学部准教授。専門は歴史社会学、沖縄占領史、医療史、エスニシティ研究。主な著作とし
て、“Stamping Out the ʻNation-Ruining Diseaseʼ: Anti-Tuberculosis Campaign in US-Occupied 
Okinawa”, Social History of Medicine 34 (4), 2021、「医療衛生から再考する沖縄米軍占領」歴史学研究会編
『日本復帰50年琉球沖縄史の現在地』（東京大学出版会、2024年）、『軍事化される福祉ー米軍統治下沖縄に
おける「救済」の系譜』（インパクト出版会、2025年）など。 
 
親川裕子（おやかわ ゆうこ） 
沖縄大学・Be the Change Okinawa代表。宜野湾市出身。1975年生まれ。沖縄大学、沖縄国際大学、日本女子
大学非常勤講師。琉球大学大学院人文社会科学研究科比較地域文化専攻 博士後期課程 在籍。 
ジェンダー、複合差別、国際人権法の視点から沖縄戦後史、沖縄女性史を研究。現在、1950年代の戦後沖縄に
おける国際福祉（国際養子縁組、無国籍児）に関する差別の交差性についての考察に取り組む。沖縄大学地域
研究所特別研究員、沖縄国際大学沖縄法政研究所特別研究員、反差別国際運動（IMADR）特別研究員、同志社
大学アメリカ研究所嘱託研究員、「新崎盛暉平和活動奨励基金」運営委員。【著書・作品など】「戦後沖縄に
おける「国際福祉」の萌芽「ハーフ・ウェイ・ホーム」から「国際社会事業団沖縄代表部」の設立へ : ミネソ
タ大学エルマー L. アンダーセン図書館社会福祉史アーカイブス(Social Welfare History Archives, Elmer 
L.Andersen Library, University of Minnesota: SWHA)調査について」『同志社アメリカ研究』（第61号、同志
社大学アメリカ研究所、2025年）「第５章 まっとうな「狂気の声」」『「いくさ世」の非戦論 ウクライナ×
パレスチナ×沖縄が交差する世界』（佐藤幸男編著,インパクト出版会、2024年） 
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上野さやか（うえの さやか） 
沖縄大学・エンパワメント・ラボ・おきなわ共同代表 。性教育およびジェンダー教育等を啓発する「エンパワ
メント・ラボおきなわ」を2021年設立し、県内の学校や地域での講話等を行う。2019年より「未来を変える、
社会を変える、性暴力をゆるさない、被害者に寄り添う」ためのフラワーデモin沖縄呼びかけ人として、毎月
11日県庁前県民広場にて実施。性暴力やこどもと女性への暴力防止のための活動等を行う。本務としてＮＰＯ
法人おきなわＣＡＰセンター理事／事務局、ＮＰＯ法人エンパワメントかながわ相談員、沖縄大学非常勤講師
（ジェンダー学）等を行う。 
 
Bonni Rambatan  
トランスフェミニンでノンバイナリーの作家、アーティスト、批評理論家であり、ジェンダー正義と政治経済
哲学の交差点で活動してる。現在、アジアのクィアの子どもたちの福祉を訴える団体「レインボーパンダ・
Rainbow Panda」の芸術・創造表現ディレクターを務めている。独立した学者でアーティストでもあり、連帯
と解放のための新たな可能性を模索することに情熱を注いでいる。最新刊『イベント・ホライズン：セクシュ
アリティ、政治、オンライン文化、そして資本主義の限界』（ジェイコブ・ヨハンセンとの共著、Zer0 Books
より2022年出版）（英語）は、「私たちの欲望が巨大テクノロジー企業の産物になったとき、私たちにはどの
ような夢を見る方法が残されているのだろうか？」という問いを投げかけている。詳しくは、
https://www.bonnibel.net/ をご覧ください。 
 

【司会】 
 

洪玧伸 (ほん ゆんしん) 
韓国ソウル生まれ。早稲田大学で博士号(国際関係学)を取得。現在、沖縄大学人文学部国際コミュニケーション
学准教授。著書に、『沖縄戦場の記憶と「慰安所」』(インパクト出版会、改訂版2022年)Comfort Stations 
as Remembered by Okinawans during World War II (Brill、2020)、共著に『戦後・暴力・ジェンダーⅠ：戦
後思想のポリティクス』大越愛子・井桁碧編（青弓社、2005年）『戦後・暴力・ジェンダーⅢ：現代フェミニ
ズムのエシックス』大越愛子・井桁碧編（青弓社、2010年）『現代沖縄の歴史経験』森宣雄・冨山一郎編（青
弓社、2010年）編著に『戦場の宮古島と「慰安所」－12のことばが刻む「女たちへ」』（なんよう文庫、2009
年）、などがある。沖縄の歴史とジェンダー、日本軍「慰安婦」問題、戦時性暴力などを専門とし、多角的な
視点から研究を進めている。 
 
Diana Idzieva （イドジーエヴァ・ジアーナ） 
ダゲスタン共和国出身。2024年度渥美財団奨学生。東京外国語大学大学院総合国際学研究科より2021年に修士
号（文学）、2025年9月に博士号（文学）予定。主に日本の現代文学の研究を行っており、博士論文のテーマは
今村夏子の作品における暴力性である。現在、東京外国語大学、慶應義塾大学、津田塾大学で非常勤講師。 
 
 
Miki Dezaki （ミキ・デザキ） 
ドキュメンタリー映像作家、YouTuber。1983年、アメリカ・フロリダ州生まれの日系アメリカ人2世。ミネソ
タ大学ツイン・シティーズ校で医大予科生として生理学専攻で学位を取得後、2007年にJETプログラムのALT
（外国人英語等教育補助員）として来日し、山梨県と沖縄県の中高等学校で5年間、教鞭を執る。同時に
YouTuber「Medama Sensei」として、コメディビデオや日本、アメリカの差別問題をテーマに映像作品を数
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多く制作、公開。タイで仏教僧となるための修行の後、2015年に再来日。上智大学大学院グローバル・スタデ
ィーズ研究科修士課程を2018年に修了。初映画監督作品である本作『主戦場』は世界50以上の大学や学会で上
映された。現在、2作目のドキュメンタリー映画を制作中。 
 
Sonja Dale （デール・ソンヤ） 
アジア文化対話プログラムディレクター、関口グローバル研究会（SGRA）プログラムコーディネータ、レイン
ボーパンダ・Rainbow Pandaのコミュニティとメンバーシップディレクターを務めている。上智大学でグロー
バルスタディーズの博士号を取得し、包摂と排除の社会構造やアイデンティティ構造に関心をもち、これまで
は日本におけるLGBTQ問題とノンバイナリーのアイデンティティに焦点を当ててきた。現在はマイノリティに
とっての安全な空間つくりと多様なストーリーテリングに力を入れている。 


